
今
井
四
郎
は
た
だ
一
騎
で
五
十
騎
ほ
ど
の
中
へ
駆
け
入
っ

て
、

鐙
を
踏
ん
張
っ
て
立
ち
上
が
り
、
大
声
を
あ
げ
て
名
の
っ

た
こ
と
に
は
、「
普
段
か
ら

噂
で
も
聞
い
て
い
た
だ
ろ
う
。
今
は
目
で
御
覧
な
さ
れ
。

木
曾
殿
の
御
乳
母
子
、

今
井
四
郎
兼
平
、
年
齢
は
三
十
三
歳
に
な
り
申
す
。
そ
の

よ
う
な
者
が
い
る
と
は
鎌
倉
殿(

頼
朝)

ま
で
も
ご
存
じ

で
あ
ろ
う
ぞ
。

兼
平
を
討
ち
取
っ
て(

頼
朝
に)

お
目
に
か
け
よ
。」
と
言

っ
て
射
残
し
た
八
本
の
矢
を
、

つ
が
え
て
は
引
き
、
次
々
に
射
る
。
生
死
の
ほ
ど
は
分
か

ら
な
い
が
、

た
ち
ま
ち
に
敵
を
八
騎
を(

馬
か
ら)

射
落
と
し
た
。

そ
れ
か
ら
刀
を
抜
い
て

あ
ち
ら
に(

馬
を)

走
ら
せ
、
こ
ち
ら
に
走
ら
せ
、
切
っ

て
ま
わ
る
と
、

面
と
向
か
っ
て
立
ち
合
う
者
は
い
な
い
。
首
や
武
器
を

た
く
さ
ん
奪
っ
た
。

た
だ
、(

敵
は)

「
射
殺
せ
。」
と
言
っ
て
、
囲
ん
で
雨
が

降
る

よ
う
に
矢
を
射
た
け
れ
ど
も
、
鎧
が
良
い
物
な
の
で
、

(

鎧
の)

裏
ま
で
矢
が
通
ら
ず
、(
鎧
の)
隙
間
を
射
な
い

の
で
手
傷
も
負
わ
な
い
。

木
曾
殿
は
た
だ
一
騎
で
粟
津
の
松
原
へ
馬
を
走
ら
せ
な
さ

る
が
、

正
月
二
十
一
日
、
夕
暮
れ
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
上
に
、
薄
氷

が
張
っ
て
い
て
、

深
い
田
が
あ
る
と
も
わ
か
ら
ず
、
馬
を
ざ
っ
と
入
れ

た
の
で
、
馬
の
頭
も
見
え
な
く
な
っ
た
。
煽
っ
て
も

煽
っ
て
も
、

鞭
を
打
て
ど
も
打
て
ど
も
馬
は
動
か
な
い
。
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今
井
四
郎
た
だ
一
騎
、
五
十
騎
ば
か
り 

が 

中
へ
駆
け
入
り
、
鐙
ふ

ん
ば
り 
立
ち
上
が
り
、
大
音
声
あ
げ
て
名
の
り
け
る
は
、「
日
ご
ろ

は
音
に
も
聞
き
つ
ら
ん
、
今
は
目
に
も
見 

た
ま
へ 

。
木
曾
殿
の
御

乳
母
子
、
今
井
四
郎
兼
平
、
生
年
三
十
三
に 

ま
か
り
な
る 

。
さ
る

者
あ
り
と
は
、
鎌
倉
殿
ま
で
も 

知
ろ
し
め
さ  

れ 

た
る 

ら
ん 

ぞ 

。

兼
平
討
つ
て
見
参
に
入
れ
よ
。」
と
て
、
射
残
し
た
る
八
筋
の
矢
を
、

さ
し
つ
め 

引
き
つ
め
さ
ん
ざ
ん
に
射
る
。
死
生
は
知
ら
ず
、

や
に
は
に
、
か
た
き
八
騎
射
落
と
す
。
そ
の
の
ち
打
ち
物
抜
い
て
、

あ
れ
に
馳
せ
合
ひ
、
こ
れ
に
馳
せ
合
ひ
、
切
つ
て
ま
は
る
に
、

面
を
合
は
す
る
者 

ぞ 

な
き
。
ぶ
ん
ど
り
あ
ま
た
し
た
り
け
り
。

た
だ
「
射
と
れ 

や 

。」
と
て
、
中
に
取
り
こ
め
、
雨
の
降
る

や
う
に
射
け
れ
ど
も
、
鎧
よ
け
れ
ば
裏
か
か
ず
、
あ
き
間
を
射
ね

ば
手
も
負
は
ず
。

木
曾
殿
は
た
だ
一
騎
、
粟
津
の
松
原
へ
駆
け 

た
ま
ふ 

が
、
正
月

二
十
一
日
、
入
相
ば
か
り
の
こ
と
な
る
に
、
薄
氷
は
張
つ
た
り

け
り
、
深
田
あ
り
と
も
知
ら
ず
し
て
、
馬
を
ざ
つ
と
打
ち
入
れ

た
れ
ば
、
馬
の
頭
も
見
え
ざ
り
け
り
。
あ
ふ
れ
ど
も
あ
ふ
れ
ど
も
、

打
て
ど
も
打
て
ど
も
は
た
ら
か
ず
。

(

い
り
あ
い)

(

お
も
て)

格
助
詞(

連
体
修
飾
格)

四
段
・
用

四
段
・
用

四
段
・
用

下
二
・
用

四
段
・
用 過

去
「
け
り
」
体

四
段
・
用

強
意
「
つ
」
終

現
在
推
量
・
終

上
一
・
用 補

助
動
・
四
段
・
命

ⓢ
今
井
↓
敵

四
段
・
終

ⓚ
今
井
↓
敵

ラ
変
・
終

四
段
・
未

ⓢ
今
井
↓
鎌
倉
殿

尊
敬
「
る
」
用

存
続
「
た
り
」
体

現
在
推
量
「
ら
む
」
体

終
助

四
段
・
用
・
促
音
便

下
二
・
命

四
段
・
用 存

続
「
た
り
」
体

下
二
・
用

下
二
・
用

形
動
・
ナ
リ
活
用
・
用

上
一
・
終

四
段
・
未

打
消
「
ず
」
用

副
詞

四
段
・
終

四
段
・
用
・
イ
音
便

四
段
・
用

四
段
・
用

四
段
・
用
・
促
音
便

四
段
・
体

下
二
・
体

係
助

形
・
ク
活
用
・
体

サ
変
・
用

完
了
「
た
り
」
用

過
去
「
け
り
」
終

四
段
・
命

間
助

下
二
・
用

四
段
・
体

助
動
詞
・
比
況
「
や
う
な
り
」
用

上
一
・
用

過
去
「
け
り
」
已

形
・
ク
活
用
・
已

四
段
・
未

打
消
「
ず
」
用

上
一
・
未

打
消
「
ず
」
已

四
段
・
未

打
消
「
ず
」
終

下
二
・
用

四
段
・
体

ⓢ
作
者
↓
木
曾
殿

断
定
「
な
り
」
体

四
段
・
用
・
促
音
便

存
続
「
た
り
」
用

過
去
「
け
り
」
終

ラ
変
・
終

四
段
・
未

打
消
「
ず
」
用

過
去
「
け
り
」
終

下
二
・
用

完
了
「
た
り
」
已

打
消
「
ず
」
用

下
二
・
未

四
段
・
已

四
段
・
已

四
段
・
已

四
段
・
已

四
段
・
未 打

消
「
ず
」
終


